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委員会での資料閲覧のタイミング

目黒区は当日９時３０分・遅すぎる！！

調べる時間は３０分しかない

33号

2019年 9/8 版９月議会始まってます！！

２３区内では委員会の１週間前に資料を配布する区もあるのに

区議会で取り扱う事項は、数が多く内容も幅
広い分野にわたっています。そこで、これらを
いくつかの部分に分けて、専門的、能率的に審
査・調査するために委員会を設けています。

委員会には、常時置かれている常任委員会と
議会運営委員会、必要に応じて設置される特別
委員会とがあります。

議員は、少なくとも一つの常任委員会に所属
することになっています。

目黒区では委員会の資料は委員会室の机上に
当日９時３０分ごろに置かれます。

日本共産党 目黒区議会議員

目黒区の現状において議題表「前日の夕方に
委員会室の扉に張り出し」が行われます。そし
て、肝心の資料は「当日の９時３０分ごろに委
員会室の机上に置かれる」というタイミングで
す。ですので、委員会が始まる１０時までの３
０分の間で調べます。ですが、実際は膨大な資
料を読むこともままなりません。
委員会では、その流れの中で担当職員から報

告を受けます。そして、すぐさま質問になるの
ですが、やはり理解度が少ない中で深い内容を
追求していく事はなかなか難しい状況です。

港区は１週間前に資料配布

本会議では
所管の委員会の質問はＮＧ!?

他区の状況はどのようになっているかですが、
２３区の中で早い自治体では。
※約１週間前には配布・・・港区、文京区、墨
田区など 約５区
※２～４日前には配布・・・葛飾区、足立区、
北区など 約９区

※当日配布・・・目黒区 他約８区
（７月調査時点）

２３区の中でもこれだけバラつきがあるのが
事実です。
一方では１週間前から調査・研究を行う事が

出き、もう一方では当日にならないと資料すら
見る事すらできないという自治体によっての差
があり過ぎます。
もちろん委員会自体にも調査研究がなされて

いる委員で構成される委員会と報告を受けて質
問を行う委員会では「質」が変わってきてしま
う可能性があります。資料を早めに配布し、委
員会に向けてさらに深い議論を行っていくべき
です。

加えて目黒区議会では「所属委員会に関する
質問は本会議で行わない」という慣習が存在し
ます。私で言えば、文教・子どもに関する一般
質問などは行えないということです。なぜかと
いうと、常任委員会である「文教・子ども委員
会で質問できるだろ」ということらしいですが、
上記の通り、熟知していない状況で委員会での
質疑が行われている現状では、なんだかなぁ。
という思いです。やはり委員会資料の配布を早
くすることが重要だと考えます。



良く言われる「現役並所得」ってどのくらい？

後期高齢者医療制度の保険料
国が窓口１割負担を『２割負担』示唆

７５歳以降の後期高齢者医療制度について、改めて財務省の具体策である、本年４月２３日の財

政制度等審議会分科会を確認しました。

国は後期医療の窓口での支払いを２割負担に引き上げようとしています。

また、今後、低所得者の保険料軽減措置の見直しも検討しています。

もともと後期高齢者医療制度は、公的医療費への国の財政支出を削るための「医療構造改革」の

一環として２００８年に開始されました。７５歳以上の高齢者を対象にし、７５歳になると国保や

協会けんぽを脱退させられ「後期医療」に加入することになりました。現在約１７００万人が加入

している。その制度の構造から７５歳以上の人口が増えると保険料がアップするため、保険料の引

き上げ傾向が続いている。現在の窓口払いは、基本１割負担と現役所得並みで３割負担です。

窓口負担割合が増えると、経済的理由により、必要な医療が受けられなくなってしまいます。

後期高齢者医療制度が施行・実施された翌年の０９年度に滞納処分を受けた件数は８３４件でした

が、１７年度には６８１６件と約８倍に増加しました。一方で滞納者数は約３１万人（１０年度）

から、約２２万人（１７年度）へと減少。滞納額も約８０憶円から約７７憶円へと減少しています。

滞納者数・額ともに減っている状況で滞納処分が激増している背景には、減免や分割など個々の状

況に応じた対応をせず、機械的な滞納処分を行っていることがあると考えられます。

財務省は「後期医療」だけでなく介護、年金の改定案を検討しています。

現政権は参議院選挙が終わりさらに加速をしています。

目黒区ＨＰより


